
 

平成２３年度  

近畿老人福祉施設研究協議会 和歌山大会 

 

開催要綱 

 

 

 

『介護の原点・今、現場では何が必要なのか？』 

～利用者・家族の思いとサービスの質は保証されているのか～ 

 

期日 ： ２０１１年７月１４日（木）・１５日（金） 

会場 ： 紀南文化会館、白浜温泉各ホテル 

主催 ： 近畿老人福祉施設協議会 

      和歌山県老人福祉施設協議会 

写真提供：田辺市観光振興課 

 



平成２３年度 近畿老人福祉施設研究協議会 和歌山大会 開催要綱 

 
１． 大会テーマ   『介護の原点・今、現場では何が必要なのか？』 

    ～利用者・家族の思いとサービスの質は保証されているのか～ 

 

２． 趣 旨 

   介護保険制度施行後１０年が経ち２０１２年度の介護・医療報酬同時改定に向け、地域包括ケ

アの推進をキーワードに制度改革議論が進められています。一方、各地域の施設におきまして

は、今年の３月に発生した東北地方太平洋沖地震の被災者及び被災施設等の、復興に向けて

の支援体制の整備が求められています。このような中で、「介護の原点・今、現場では何が必要

なのか？」～利用者・家族の思いとサービスの質は保証されているのか～のテーマのもと、参加

者の皆さんと共に考え、明日の施設の現場の質の向上に繋がる機会として開催いたします。 

また、２日目の分科会では、実践発表を９つのテーマで広く募集し、各施設における実践発表

を通して、「まず、自分たちに何ができるのか」に気付き考えることを目的としております。 

 

３． 期 日 平成２３年７月１４日（木）～１５日（金） 

 

４． 主 催 近畿老人福祉施設協議会 

        和歌山県老人福祉施設協議会 

 

５． 後 援 和歌山県 田辺市 白浜町 

        公益社団法人 全国老人福祉施設協議会 

        社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会 

 

６． 参加費 研究協議会 １０，０００円 

       ※全国老人福祉施設協議会感謝状受賞者並びに、２日目分科会における実践発表者 

についても参加費を徴収いたしますのでご了承ください。 

 

７． 参加定員  １，１００名 

 

８． 参加対象  近畿老人福祉施設協議会会員の老人福祉施設関係者、老人福祉行政関係者、 

保健医療機関関係者、各府県並びに市町村社会福祉協議会関係者、その他この 

研究協議会の趣旨に賛同し参加を希望する者 

 

９． 会 場（別添地図参照） 

      １日目 全体会会場 紀南文化会館（田辺市新屋敷町 1 番地） 

           夕食会会場 白浜温泉 各ホテル 

      ２日目 分科会会場 白浜温泉 各ホテル 

           ホテルシーモア ・ コガノイベイホテル ・ ラフォーレ南紀白浜  



１０． 全国老人福祉施設協議会感謝状授与について 

  ・大会当日の式典において、代表者に壇上にて感謝状を受け取っていただきます。 

  ・その他の受賞者の感謝状は後日、全国老人福祉施設協議会より直送されます。 

   大会会場では、お渡しいたしませんのでご留意ください。 

 

１１． プログラム 

  １日目（全大会） 

１１：００ 受付開始（紀南文化会館） 

１２：３０ 開会式典      

全国老人福祉施設協議会感謝状授与式 

１３：１５ 情勢報告  公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

１３：４５ 記念講演 １ 『戦国武将の脳』 

   公立大学法人和歌山県立医科大学理事長・学長   板倉 徹  氏 

１４：５５ 休憩（１５分間） 

１５：１０ 記念講演 ２ 『食の楽しさ』 

   がんこフーズサービス創業者 会長  小嶋 淳司  氏 

１６：２０ 閉会 

１６：３０ １日目終了 

 

夕食会  １９：００～               白浜温泉各ホテル 

 

２日目（分科会） 

８：３０ 受付開始（ホテルシーモア・コガノイベイホテル・ラフォーレ南紀白浜） 

９：１５ オリエンテーション 

第１分科会 

 

 

テーマ ： 『養護老人ホームの課題と今後の行方』 

コメンテーター ： 橿原園 施設長 大森 岩一郎 氏 

【趣 旨】 

養護老人ホームが特定施設入居者生活介護事業となり 5 年が経過した現在、

様々な課題があり、健全な運営、入居者に対する生活支援、介護等を今後どう

していけばいいのか、養護老人ホームとしての役割をはたしていけば良いのか

を実践を通して考察します。 

第２分科会 

 

 

テーマ ： 『地域貢献活動と施設災害対応について』 

コメンテーター ： 社会福祉法人 つばめ福祉会 常務理事 高橋 是司 氏  

【趣 旨】 

施設（社会福祉法人）がその存在意識を発揮するためには、地域社会の福祉の

増進に貢献することで、地域社会における支持を得ていくことが不可欠です。そ

こで、地域福祉の拠点となるような取り組みの実践事例（地域交流、地域ネット

ワーク）から施設のあり方を学び、また万一我々の地域で災害が発生した場合、

どういった対応が施設として求められ、地域に対してどのようなことができるのか

考察します。 



第３分科会 

 

 

テーマ ： 『リスクマネジメントについて～事故、感染症等から学んだこと～』 

コメンテーター ： 株式会社福祉リスクマネジメント研究所 所長 鳥野 猛 氏  

【趣 旨】 

介護サービスの事業の基本の１つに、利用者の安心や安全を確保することがあ

げられます。介護サービス事業における「リスクマネジメント」は、「利用者の安

全の確保」を目的とする「サービスの質の向上」と「利用者満足度の向上」を目指

す活動であります。本分科会では、実践事例を通して、リスクマネジメントの具体

的な対策だけでなく、リスク管理に対する心構えを学びます。 

第４分科会 

 

 

テーマ  ： 『施設における医療的ケアとターミナルケアについて』 

コメンテーター ： ケアハウス大慈 施設長 田中 聡子 氏 

【趣 旨】 

介護老人福祉施設では、2010 年 4 月に医政局通知「特養におけるたんの吸引

等の取り扱いについて」が発出され、一定の条件下において介護職が医行為の

一部を行うことが可能となりました。また一方では、重度化対応が可能な体制整

備を進め、入居者本人等の希望に沿った看取りを充実させようと努力していま

す。そこで実践事例を通して「介護と医療の連携」と「看取り介護の質」について

学びます。 

第５分科会 

 

 

テーマ ： 『デイサービス等の在宅サービスの現状と課題について』 

コメンテーター：特別養護老人ホーム小山田ホーム 施設長 近藤 辰比古 氏  

【趣 旨】 

地域包括ケアシステムの構築が進められる中、居宅サービスには、通所介護、

訪問介護、短期入所等があり、地域密着型サービスには小規模多機能型居宅

介護、夜間対応型訪問介護等、また居住系サービスには軽費、ケアハウス、高

齢者専用賃貸住宅等のような多種多様な種類のサービスが存在します。それぞ

れのサービスで、利用者ニーズから現在何が問われているのか、実践事例を通

して課題を取り上げ考察します。 

第６分科会 

 

 

テーマ ： 『栄養ケア・マネジメントと食の質について』 

コメンテーター：特別養護老人ホームグリーン・ヒル 副施設長 木下 福子 氏  

【趣 旨】 

「栄養ケア・マネジメント」が制定化され 5 年経過し、「食の質」はますます重要な

ものになってきました。栄養管理、環境整備、献立改善、食中毒対策等、利用者

に満足してもらえるゆたかな食事とは何かを、実践事例を通して考察を深めま

す。 

第７分科会 

 

 

テーマ ： 『これからの認知症ケアについて』 

コメンテーター ： 特別養護老人ホーム港寿らく苑 施設長 尾関 英浩 氏  

【趣 旨】 

介護サービス事業所の職員には、認知症についての知識や理解を深め、認知

症本人の思いを中心にしたケアを求められますが、認知症の方の症状は様々

です。そこで、在宅、施設サービスの実践事例を通して、「認知症利用者への理

解」と「認知症ケアの質」について考えます。 



第８分科会 

 

 

テーマ ： 『人材確保、育成について』 

コメンテーター ： 社会福祉法人 千葉県福祉援護会 理事長 武石 直人 氏  

【趣 旨】 

「介護職員処遇改善交付金」が平成 21 年 10 月～平成 24 年 3 月の期限付きで

創設され、平成 22 年度申請分より新たに「キャリアパス要件」が追加されまし

た。そこで「キャリアパス要件」への対応だけでなく、人的資源を適切に管理する

システムを如何に構築するか実践事例を通して共に考えます。 

第９分科会 テーマ ： 『軽費・ケアハウスの現状と課題について』 

コメンテーター ： 軽費老人ホーム 好生園 施設長 内田 雅士 氏 

【趣 旨】 

地域包括ケアシステムの構築が進められる中、居住系サービスには軽費、ケア

ハウス、高齢者専用賃貸住宅等のような多種多様な種類のサービスが存在し、

「サービスの質」が問われています。利用者ニーズから現在何を求められている

のか、実践事例を通して課題を取り上げ考察します。 

１２：３０ ２日目終了 

 

１２． ２日目分科会について 

① あらかじめ指定した９テーマについての実践発表を、近畿老人福祉施設協議会会員事業所  

   あてに募集します。（１テーマにつき５～７事業所募集します。） 

  ※実践発表者についても大会参加費は徴収いたします。  

② 実践発表は、１事業所につき１５分、質疑応答５分あわせて２０分で実施します。 

③ 参加者は、必ず申込用紙に希望の分科会番号を第２希望まで記入してください。 

  ※各会場の定員を超過した場合は、第２希望を受講いただくこともありますのでご了承ください。 

    分科会会場にて受付を終了したのちは、各会場の出入りを自由とします。 

 

１３． お問い合わせ先 

   大会内容に関するお問い合わせ 

   近畿老人福祉施設研究協議会（和歌山大会）実行委員会事務局 

   和歌山県老人福祉施設協議会（担当：宮本、湯上） 

   〒640-8319 和歌山市手平 2-1-2 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛７階 

            TEL ： 073-435-5227  /  FAX ： 073-435-5228 

 

申込み・宿泊等に関するお問い合わせ 

株式会社日本旅行 TiS 和歌山支店（担当：横出、楠井） 

〒640-8331 和歌山県和歌山市美園町 5 丁目 61 番地 

TEL ： 073-436-1388  / FAX ： 073-424-7425 

営業日：月曜～金曜  10：00～18：00 （土日祝は休業） 

 

 

 



 【注意事項】 

① 本大会へのご参加・分科会及び宿泊等のお申込みは、WEB 受付システム“Apollon 

（アポロン）”よりお申込みください。 

Apollonトップページ ：https://apollon.nta.co.jp/kinki-roushikyo2011/ 

からアクセスし、お申込みをお願いいたします。

従来通り、FAX でのお申込みも承ります。別紙添付の申込書に必要事項をご記入の上、株式

会社日本旅行 TiS 和歌山支店まで FAX にてお申込みください。 

24 時間いつでも大会参加に必要なお申込みが

可能です。 

 

② 本大会へのお申込みは 5 月 10 日（火）より

 

可能となります。 

③ Apollon システムご利用にてお申込みの場合は、WEB 上から随時申込み内容の確認及び、

お支払方法の確認ができます。参加登録完了後、申込代表者へ請求書を FAX 送信いたしま

す。 

 

④ Apollon システムよりお申込みの方は、WEB 上より銀行振り込み、またはオンラインクレジット

決済のどちらかをお選びください。FAX にてお申込みの方は、請求書到着後、銀行振り込み

にて指定口座へお支払いください。 

 

⑤お申込締切日は6 月 20 日（月）

→ 

です。  

 

6 月 23 日（木）まで延長いたしました。 

⑥

     

入金締切日は、6 月 27 日（月）です。 

 

【個人情報の取り扱いに関して】 

  お申込みの際の個人情報につきましては、今大会に係る目的以外には使用いたしません。 

 

https://apollon.nta.co.jp/kinki-roushikyo2011/�


大会会場地図 

 



宿泊のご案内 

●宿泊利用日 ： 

●宿泊料金及び部屋タイプは宿泊条件 ： 

平成 23 年 7 月 14 日（木） 

※お一人様ご宴会時にビール・お酒・ウーロン茶・ジュースのいずれか 1 本付 

1 泊 2 食付（税金・サービス料金込々） 

【ご注意ください】 

◆宿泊ホテルが満室の場合は、同等クラス又は別ランククラスホテルへご案内させて頂く場合がございます。

予めご了承ください。 

◆宿泊ホテルの希望受付は、申込みの先着順とさせて頂きます。 

◆申込書には、申込み番号を第 2 希望、第 3 希望までご記入ください。 

 

記号 ホテル名 宿泊料金 申し込み番号 分科会会場
18,000円 1名利用 ①　　－　　Ｓ
13,000円 2名利用 ①　　－　ＴＷ
12,000円 3名利用 ①　　－　ＴＲ
15,000円 2名利用 ②　　－　ＴＷ
13,000円 3名利用 ②　　－　ＴＲ
11,000円 4名利用 ②　　－　ＦＲ
18,500円 1名利用 ③　　－　　Ｓ
13,500円 2名利用 ③　　－　ＴＷ
12,500円 3名利用 ③　　－　ＴＲ
17,500円 1名利用 ④　　－　　Ｓ
12,500円 2名利用 ④　　－　TW
11,500円 3名利用 ④　　－　ＴＲ
10,500円 4名利用 ④　　－　ＦＲ
22,000円 1名利用 ⑤　　－　　Ｓ
16,500円 2名利用 ⑤　　－　ＴＷ
16,000円 3名利用 ⑤　　－　ＴＲ
16,500円 2名利用 ⑥　　－　ＴＷ
16,000円 3名利用 ⑥　　－　ＴＲ
16,000円 4名利用 ⑥　　－　ＦＲ
22,000円 1名利用 ⑦　　－　　Ｓ
17,000円 2名利用 ⑦　　－　ＴＷ
15,000円 3名利用 ⑦　　－　ＴＲ
13,000円 4名利用 ⑦　　－　ＦＲ
15,000円 1名利用 ⑧　　－　　Ｓ
10,500円 2名利用 ⑧　　－　ＴＷ
9,500円 3名利用 ⑧　　－　ＴＲ
8,500円 4名利用 ⑧　　－　ＦＲ
15,500円 1名利用 ⑨　　－　　Ｓ
14,000円 2名利用 ⑨　　－　ＴＷ
12,500円 3名利用 ⑨　　－　ＴＲ
13,500円 1名利用 ⑩　　－　　Ｓ
13,000円 2名利用 ⑩　　－　ＴＷ

③ コガノイベイホテル 洋室

梅樽温泉
ホテルシーモア

部屋タイプ

① 洋室

② 和室

⑩ 紀伊田辺シティプラザホテル 洋室 ×

⑦ 紀州・白浜温泉　むさし 和室 ×

⑧ 白浜シーサイドホテル 和室 ×

第1分科会
第2分科会
第3分科会
第4分科会

第5分科会
第6分科会
第9分科会

ホテルハーヴェスト
南紀田辺

⑨ 洋室 ×

④ ホテル古賀の井 和室 ×

⑤

ホテルラフォーレ南紀白浜

洋室

⑥ 和室

第7分科会
第8分科会

 

満室 



JR とくとく切符のご案内 

①本大会のご参加の皆様方へ、指定列車に限り特別料金にてご案内

例）京都往復①・④利用で、

をいたします。 

1,940 円もお得

②下記表の申込番号 往路が①～③・復路が④及び⑤となります。片道利用も可能です。 

です。 

③特急到着に合わせてシャトルバスも運行いたします。事前申込みが必ず必要となります。 

 

《JR とくとく切符申込表》 

申込番号 利用列車 
発駅 着駅 

JR 料金 
片道 

お得額 下記は発着時間 

① 

(往路) 
スーパーくろしお 3 号 

京都 

8：36 

紀伊田辺 

11：08 

5,000 円 

（通常 5,960 円） 
960 円 

② 

(往路) 
スーパーくろしお 3 号 

新大阪 

9：03 

紀伊田辺 

11：08 

4,200 円 

（通常 5,130 円） 
930 円 

③ 

(往路) 
くろしお 5 号 

新大阪 

9：32 

紀伊田辺 

11：44 

4,200 円 

（通常 5,130 円） 
930 円 

④ 

(復路) 
オーシャンアロー20 号 

白浜 

14：33 

京都 

17：17 

5,300 円 

（通常 6,280 円） 
980 円 

⑤ 

(復路) 
オーシャンアロー20 号 

白浜 

14：33 

新大阪 

16：50 

4,500 円 

（通常 5,450 円） 
950 円 

※団体割引料金を適用していますので、お申込みが各特急 8 名未満の場合は設定中止

 

となりま

す。予めご了承下さい。 

シャトルバスのご案内 

 ●7 月 14 日(木)  

A：紀伊田辺駅（上記指定列車）============紀南文化会館（全体会場） 

 

   B：紀南文化会館（全体会場）========田辺・白浜宿泊施設（本大会要綱記載施設) 

 

●7 月 15 日(金) 

C：各宿泊施設=============各分科会会場 

 

D：各分科会場========白浜とれとれ市場==========白浜駅 

  ※上記 A～D は設定コースです。 

 

① お一人様利用料金2 日間 300 円（1 日利用のみでも同料金）

② 上記シャトルバスの利用は事前申込みいただいた方のみとなります。当日シャトルバス 

となります。 

利用をご希望されましても、ご乗車頂く事はできませんのでご注意ください。 

③ 各シャトルバスに関する詳細は、最終案内と併せてご案内致します。 

お申し込み多数のため、受付は終了させていただきました。 



7 月 14 日（木）の昼食（お弁当）に関して 

 

①全体会場の周辺には昼食施設が少ないため、お弁当の申込みを受付けいたします。 

②お渡しは全体会場にて、11：00～12：00 の間

 

で行います。 

 

各施設空室情報
シーモア ｺｶﾞﾉｲﾍﾞｲ ラフォーレ

ホテル名称 部屋タイプ 残室数 ①～④ ⑤・⑥・⑨ ⑦・⑧ シャトルバス

洋室1名利用 9
洋室2名利用 6
洋室3名利用 15

30
洋室1名利用 30
洋室2名利用 20
洋室3名利用 20

70
和室1名利用 25
和室2名利用 10
和室3名利用 5
和室4名利用 5

45
和室1名利用 20
和室2名利用 20
和室3名利用 10
和室4名利用 10

60
和室2名利用 35
和室3名利用 5
和室4名利用 5
洋室1名利用 30
洋室2名利用 5
洋室3名利用 5

85
和室1名利用 30
和室2名利用 10
和室3名利用 10
和室4名利用 10

60
洋室1名利用 20
洋室2名利用 10

30

15分 5分 15分 有

25分 20分 25分 有

5分 10分 有

5分 5分 10分 有

白浜シーサイドホテル

紀伊田辺シティプラザホテル

分科会場 10分 有10分

20分 10分 15分 有

コガノイベイホテル

ホテルラフォーレ南紀白浜

ホテルハーヴェスト南紀田辺

ホテル古賀の井

紀州・白浜温泉　むさし

5分 10分 分科会場 有

各分科会場までの目安所要時間（車）

10分

 
（平成 23 年 6 月 11 日現在） 


